
⑧ ③ ③
　 　 　 15 10 6 5 1

と 袖 ま 世 題  っ 「 こ 雨 胸 を の 私 題

く ひ し の 名 て 日 と た ら 上 い 曲 通 が 今 名

ら ち 中 い 曜 呼 だ じ が っ る 学 ラ で

ん て に 春 る 日 ん い ゅ り ぱ と は ン は 新

む 絶 時

´

で ま う の い お

´

ド

´

茶

す え

´

市 も

´

に 午 お 茶 朝 セ 茶 の

び て 少 役

´

お 漂 後 茶 工 早 ル 工 季

し 桜 し 所 返 ば う は の 場 く の 場 節

水 の 体 前 事 あ 茶

´

香

´

か 似 も

10 の な の の は ち の 青 り 坂 ら 合 か

こ か 調 広 返 ゃ 香 く を を 茶 う な ①

ほ り 子 場 ら ん り さ 入 下 の 少 り

れ せ が で な

」

。 い れ る 香 女 少

る ば お

´

い そ 草 た と り だ な

を 春 か 史 ⑤ ん い 。 お に っ く

春 の し 跡 な き 梅 茶 包 た な

立 心 く 巡 。 日 れ が 工 ま 頃 っ 入

つ は な り 出
´

に 青 場 れ

´

て 間

今 の っ の 掛 負 く 。 て 新 し

20 日 ど て バ け け ふ そ い 茶 ま 良

の け き ス て ず く ん た の っ 子

風 か た を い

´

ら な 。 季 た

や ら 。 待 る そ む 時 角 節 が

23字×22行：506字 。

´

⑩ ⑤ ⑤３ 枚 の １ 枚目

作
品
募
集
要
項
の
『
作
品
応
募
の
留
意
点
』
を
よ
く
読
ん
で
ご
執
筆
く
だ
さ
い
。

※
楷
書
で
記
入
、
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
不
可

散
 
文
 
型
 
分
 
野
　

(

随
筆
・
小
説
・
童
話

)
短
　
詩
　
型
　
分
　
野
　

(

詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

)

※丸数字は下の「原稿用紙の記入方
法」と対応しています

④⑦



「
文
芸
入
間

」
作
品
応
募
の
留
意
点

二

、
原
稿
用
紙
の
記
入
方
法

＊
黒
イ
ン
ク
の
ペ
ン
で
記
入
す
る

。
（
鉛
筆
書
き
の
コ
ピ
ー
可

、
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん

）

＊
指
定
外
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
た
作
品

、
原
稿
用
紙
の
記
入
方
法
に
従
っ
て
い
な
い
作
品
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん

。

【応募締切】　２０２６年８月３１日（月）

＊
パ
ソ
コ
ン
等
で
原
稿
を
作
成
す
る
場
合
も
同
様
で
す

。

　
原
稿
は

、
一
枚
の
文
字
数
を
二
三
字
×
二
二
行

（
五
〇
六
字

）
と
し
て
く
だ
さ
い

。

１

、
散
文
型
分
野

　
①
　
一
枚
目
の
み

、
書
き
は
じ
め
は
題
名

、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

）
で
６
行
使
用

。

　
　
　
※
は
じ
め
の
2
マ
ス
は

「
題
名

」
と
入
れ
る

　
②
 
現
代
仮
名
遣
い
・
常
用
漢
字
を
原
則
と
す
る

。

 
 
　
特
別
の
固
有
名
詞
等
に
は
初
出
に
ル
ビ
を
ふ
る

。

　
③
　
書
き
出
し

、
段
落
の
頭

（
改
行

）
は
一
マ
ス
下
げ
る

。

　
④
　
会
話
は
原
則
と
し
て
改
行
す
る

。
「
　

」
の
最
後
の
句
点

（
。
）
は
つ
け
な
い

。

　
　
　
会
話
の
あ
と
も
改
行
す
る

。

　
⑤
　
記
号

　
　
　
原
則
と
し
て
一
般
的
な
新
聞
雑
誌
等
に
準
ず
る

。

　
　
　
・
句
読
点
が
行
頭
に
来
る
と
き
は
前
の
行
の
終
わ
り
に
つ
け
る

。

　
　
　
・
|
|

(

ダ
ッ
シ
ュ

)

や
…
…
は
二
マ
ス
使
う

。

　
　
　
・

「
　

」
内
に

「
　

」
が
ダ
ブ
る
と
き
は

『
　

』
を
用
い
る

。

　
　
　
・
？
！
の
あ
と
は
一
マ
ス
あ
け
て
よ
い

。

　
　
　
な
お

、
記
号
は
効
果
的
に

。
多
用
は
逆
効
果

。

　
⑥
　
文
字

　
　
　
・
カ
タ
カ
ナ
の
使
用
は
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
る

。

　
　
　
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
等
外
国
語
は
た
て
書
き
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
る

。

　
　
　
・
数
字
は
原
則
と
し
て
は
漢
数
字

。
た
だ
し

、
よ
り
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

。

　
　
　
例
　
二
千
二
十
四
年
　
２
０
２
４
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
二
0
二
四
年

　
◎
文
体
の
統
一

、
改
行
等
推
敲
を
お
願
い
し
ま
す

。

 ２

、
短
詩
型
分
野

　
⑦
　
書
き
は
じ
め
は
題
名
で
１
行
使
用
し

、
次
の
行
か
ら
始
め
る

。

　
　
　
※
は
じ
め
の
2
マ
ス
は

「
題
名

」
と
入
れ
る

　
⑧
　
作
品
の
間
は
一
行
あ
け
る

　
⑨
　
旧
仮
名
・
新
仮
名
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る

。

３

、
原
稿
の
枚
数

　
⑩
　
何
枚
の
作
品
の
う
ち
何
枚
目
で
あ
る
か
記
入
す
る

。

一

、
作
品
応
募
用
紙
の
書
き
方

分
野

、
種
別

、
仮
名
遣
い
の
該
当
す
る
箇
所
を
○
で
囲
み

、
氏
名
等
を
記
入
す
る

。

※
高
校
生
の
部
に
応
募
す
る
場
合
は
、
左

の
欄
に
学
校
名
と
担
当
の
先
生
の
お
名

前
、
学
年
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。


